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供血時保管検体でNAT く+Iとなった2名は,その後の再献血の検査がすべ
て トlであり, Hf3c抗体も 卜Iであり-感染歴があった可能性は低いo
また,発見されたウイルスのシ-クエンスは稀なものであり,これらが偶然に
倶管検体2本-致することは考えにくいo
当該供血者の血液から同時に製造された薪鮮凍結血衆の受血者で感染は発生し
ていないo

以上のことから, NAT時に受血者血液が供血者サンプルに混入する等の測定
上の誤差が発生した可能性も考えられるD


